
公文書管理の在り方等に関する有識者会議の開催について 
 

平成２０年２月２９日 
内 閣 官 房 長 官 決 裁 

 
 
１．趣旨 
  新たな文書管理法制の在り方を含む、国の機関における文書の作成から国

立公文書館への移管、廃棄までを視野に入れた文書管理の今後の在り方及び

国立公文書館制度の拡充等について検討を行うため、公文書管理の在り方等

に関する有識者会議（以下「会議」という。）を開催する。 
 
２．構成 
 （１）会議は、別紙に掲げる有識者により構成し、公文書管理担当大臣の下

に開催する。 
 （２）会議の座長は、互選により決定する。 
 （３）会議は、必要に応じ、関係大臣その他関係者の出席を求めることがで

きる。 
 
３．その他 
  会議の庶務は、内閣府及び総務省の協力を得て、内閣官房において処理す

る。 
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